
森
鼻
宗
次
（
一
八
四
八
年
出
生
）
の
父
は
摂
津
国
有
馬
郡
藍
本
村

（
現
・
三
田
市
）
の
医
師
森
鼻
嘉
門
（
純
三
郎
、
適
塾
門
下
生
）
、
祖

父
永
有
は
三
田
藩
藩
医
。
宗
次
は
大
坂
の
緒
方
郁
蔵
の
独
笑
軒
塾

に
入
門
し
藺
方
を
学
ん
だ
。
独
笑
軒
の
門
生
姓
名
録
に
よ
れ
ば
、

総
門
下
生
八
四
名
の
五
九
番
目
に
盛
鼻
縫
之
助
の
名
が
記
さ
れ
て

い
る
（
入
門
年
月
は
不
記
）
。

明
治
元
年
、
幕
府
の
開
成
所
教
授
で
あ
っ
た
川
本
幸
民
が
三
田

に
帰
っ
て
蘭
英
学
塾
を
開
い
た
時
、
帰
郷
し
入
門
し
た
（
一
二
歳
）
。

幸
民
の
入
門
姓
名
録
に
は
五
番
目
に
盛
華
縫
殿
助
の
名
前
で
記

載
。
こ
こ
で
英
学
を
研
讃
し
、
後
年
多
く
の
米
国
医
書
を
翻
訳
す

る
実
力
の
基
礎
を
修
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

１
明
治
初
期
の
啓
蒙
医
家
森
鼻
宗
次

｜
般
口
演

中

山

沃

幸
民
の
塾
が
明
治
三
年
七
月
に
閉
鎖
さ
れ
た
の
で
、
八
月
再
び

大
阪
に
出
て
、
大
阪
医
学
校
病
院
の
授
読
生
試
補
（
月
給
三
両
）
と

な
り
、
次
い
で
授
講
生
・
副
当
直
医
・
薬
局
長
と
な
っ
た
。
当
時
、

か
っ
て
の
師
緒
方
郁
蔵
は
明
治
二
年
二
月
大
学
少
博
士
に
任
ぜ

ら
れ
、
大
阪
医
学
校
病
院
で
明
治
四
年
二
八
七
二
七
月
七
日
に

没
す
る
ま
で
医
書
の
翻
訳
・
編
集
を
行
っ
て
い
た
。
宗
次
は
業
務

の
傍
ら
、
郁
蔵
の
翻
訳
に
協
力
し
な
が
ら
英
語
力
を
つ
け
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
六
年
に
「
皮
下
注
射
要
略
」
を
翻
訳
出
版
し
、
日
本
で
最

初
に
皮
下
注
射
法
を
紹
介
し
た
。
続
い
て
同
年
「
薬
剤
摘
要
」
「
薬

剤
新
書
」
、
明
治
七
年
に
「
検
脈
新
法
」
、
同
年
か
ら
九
年
に
か
け

て
「
独
侠
氏
外
科
新
説
」
十
冊
（
出
版
予
告
に
よ
れ
ば
三
○
冊
で
、
途

中
で
中
断
し
た
と
思
わ
れ
る
）
。
明
治
十
年
に
「
堺
県
医
学
校
講
筵
筆

記
内
科
新
説
」
二
冊
、
「
内
科
全
書
」
三
冊
、
「
虎
列
刺
治
範
」
を

出
版
し
た
。
い
ず
れ
も
英
米
医
書
を
翻
訳
し
、
墓
輯
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
他
、
「
華
氏
日
用
新
方
」
「
日
用
薬
剤
分
量
考
」
「
寄
絡

氏
外
科
新
論
」
「
内
科
新
選
」
の
出
版
願
が
出
さ
れ
て
い
る
（
演
者

は
未
見
）
・
「
皮
下
注
射
要
略
」
は
英
国
の
医
師
筐
閏
巴
己
閂
言
○
ａ

二
八
一
七
’
八
四
）
が
一
八
五
三
年
（
森
鼻
訳
本
で
は
一
八
五
五
）
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モ
ル
ヒ
ネ
を
皮
下
注
射
し
た
の
が
世
界
で
最
初
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
作
用
機
転
（
局
所
性
で
な
く
、
全
身
性
で
あ
る
こ
と
）
・
功
用
の
利

害
・
適
用
の
疾
患
・
皮
下
注
射
の
方
法
（
注
射
器
を
図
示
）
・
注
射
す

る
薬
物
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
。
翻
訳
の
参
考
に

し
た
医
書
は
ウ
ッ
ド
及
び
ス
チ
ー
ル
の
薬
論
と
ハ
ル
ッ
ホ
ル
ン
の

治
療
害
な
ど
で
あ
っ
た
。

明
治
七
年
二
八
七
四
）
六
月
、
堺
県
は
妙
国
寺
内
に
仮
医
学
校

を
設
立
し
、
森
鼻
が
校
長
に
任
命
さ
れ
、
翌
八
年
、
堺
東
材
木
町

に
医
学
校
舎
を
新
築
、
そ
れ
に
病
院
を
併
設
、
森
鼻
は
病
院
長
（
月

給
七
○
円
）
を
兼
任
し
た
。

明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
秋
、
森
鼻
病
院
長
執
刀
の
も
と
に
、

堺
の
刑
務
所
で
、
堺
で
最
初
の
病
理
解
剖
が
行
わ
れ
た
。
遺
体
は

水
腫
病
の
一
四
歳
の
少
年
の
囚
人
で
、
開
業
医
や
医
学
生
が
見
学

し
た
。明

治
一
四
年
（
一
八
八
○
）
堺
医
事
協
同
社
を
組
織
し
、
社
員
の

親
睦
、
医
学
の
知
識
の
向
上
に
寄
与
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
の

一
○
月
堺
県
医
学
校
は
廃
止
さ
れ
森
鼻
は
大
阪
府
立
病
院
に
出
仕

し
た
（
堺
県
が
廃
さ
れ
、
大
阪
府
に
吸
収
さ
れ
た
の
は
翌
年
の
明
治
一

四
年
二
月
）
。
次
い
で
森
鼻
は
府
病
院
の
司
療
医
、
教
諭
と
な
り
、

明
治
一
五
年
三
月
、
駆
楳
院
長
と
な
る
。
同
年
五
月
に
は
府
医
学

校
二
等
教
諭
と
な
り
、
主
と
し
て
眼
科
学
を
教
授
し
た
。
し
か
し
、

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
五
月
、
森
鼻
（
三
六
歳
、
府
立
病
院
医
員
．

駆
楳
院
長
・
警
察
病
院
長
・
医
学
校
教
諭
）
は
知
事
の
内
命
に
よ
り
府

立
大
阪
病
院
奈
良
分
院
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
「
公
の
事
は
公
然
と

命
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
る
」
と
抵
抗
し
て
、
辞
職
し
、
大
阪
市
東
区

高
麗
橋
四
丁
目
で
全
科
を
標
傍
し
て
開
業
し
た
。
こ
れ
は
旧
医
員

を
東
大
卒
の
医
学
士
に
交
代
さ
せ
よ
う
と
し
た
府
当
局
の
意
図
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
初
期
に
、
大
学
の
正
規
の
英
米
語
の
教
育
を
受
け
て
い
な

い
一
地
方
の
医
師
が
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
英
米
医
書
を
翻
訳
し
出

版
し
た
こ
と
は
、
驚
嘆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
医
学
知
識
啓
蒙
に

尽
く
し
た
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

大
正
七
年
一
月
二
七
日
死
去
、
享
年
七
一
歳
、
祖
父
・
父
と
同

じ
墓
（
大
阪
市
の
阿
倍
野
の
市
営
南
霊
園
）
に
葬
ら
れ
る
。
子
孫
は
神

戸
市
に
在
住
。

（
吉
備
洋
学
資
料
研
究
会
）
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